
1989年出上の木簡

か

み
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き

の

　

　

み
や

　

　

ま

え

丘霞
・
上
滝
野

・
宮
ノ
前
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
加
東
郡
滝
野
町
上
滝
野

２
　
調
査
期
間
　
　
第
一
次
調
査
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
一
月
？
二
月

第
二
次
調
査
　
一
九
八
九
年
七
月
を
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
加
東
郡
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
森
下
大
輔

ＰＤ
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
ぞ

一
一
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

上
滝
野

・
宮
ノ
前
遺
跡
は
、
中
国
自
動
車
道
滝
野
社
イ
ン
タ
ー
チ
手
プ
ジ
か

ら
国
道

一
七
五
号
線
に
沿

っ
て

一
・
五
血
北
上
し
た
五
峰
山
山

麓
に
位
置
し
て
い
る
。

県
下
最
大
の
流
域
面
積
を
も

つ
加
古
川
が
急
峻
な
山
間
部
を

南
流
し
て
き
た
の
ち
、
頼
戸
内

海
に
至
る
ま
で
の
緩
や
か
な
平

野
部
を
ぬ
っ
て
流
れ
だ
す
起
点

と
な
る
の
が
、
五
峰
山

・
鳴
尾

山
を
抜
け
出
し
た
こ
の
付
近
で
あ
る
。

遺
跡
は
、
加
古
川
右
岸
の
五
峰
山
山
麓
に
形
成
さ
れ
た
中
位
段
丘
面
が
丁
度

三
日
月
の
よ
う
に
弧
を
描
い
て
湾
曲
し
た
、
そ
の
崖
下
に
形
成
さ
れ
た
沖
積
平

野
に
位
置
し
て
い
る
。
範
囲
と
し
て
は
、
北
に
は
中
位
段
丘
面
が
そ
そ
り
立
ち
、

西
は
五
峰
山
が
開
析
さ
れ
て
で
き
た
仁
王
谷
と
呼
ば
れ
て
い
る
谷
間
か
ら
の
上

砂
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
緩
扇
状
地
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
東

。
南
方
向
で

は
、
沖
積
平
野
が
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
付
近
ま
で
徐
六
に
低
く
な
り
、
こ
の
付
近
に

後
背
湿
地
を
形
成
し
て
終
わ
る
。
遺
構
が
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
る
規
模
は
、

東
西
約

一
五
〇
ｍ
、
南
北
約
五
〇
ｍ
で
あ
る
。

周
辺
部
の
遺
跡
と
し
て
は
、
五
峰
山
山
頂
に
重
要
文
化
財
の
白
鳳
仏
で
あ
る

銅
造
阿
弥
陀
仏
を
祀
る
密
教
寺
院
の
光
明
寺
が
あ
る
。
こ
の
地
は
、
足
利
直
義

と
足
利
尊
氏

・
高
師
直
が
観
応
二
年

（
一
一一一五
こ

に
争

っ
た
光
明
寺
合
戦
つ
舞

台
と
し
て
も
有
名
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
滝
野
町
か
ら
西
脇
市
域
に
か
け
て
は
、

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
を
通
じ
て
約
二
〇
〇
基
の
窯
跡
か
ら
な
る
東
播
北
部

古
窯
址
群
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
三
面
庇
の
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
て
い

る
下
ノ
山
遺
跡
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
遺
跡
の
中
心
部
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
は
、
春
日
神
社
が
建
立
さ
れ
て

お
り
、
調
査
当
初
は
藤
原
行
成
の
日
記
『権
記
』
の
長
保
元
年
（九
九
九
）八
月
条

に
、
荘
司
補
任
に
つ
い
て
の
記
載
が
見
ら
れ
る
勧
学
院
領
の
荘
園
―
滝
野
荘
―

を
想
定
し
て
い
た
。

一
九
八
九
年
夏
の
調
査
に
よ
っ
て
、
遺
跡
推
定
地
の
西
端
部
を
調
査
し
、
建

(北 条)



物

０
一間
ニ
エ
間
）
一
棟
、
柵
列

一
条
を
検
出
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
遺

跡
の
西
限
は
決
定
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
生
活
跡
と
考
え

ら
れ
る
部
分
の
う
ち
、
も

っ
ぱ
ら
東

・
南
に
広
が
る
低
湿
地
を
南
に
向
か
っ
て

調
査
し
た
た
め
、
検
出
さ
れ
た
遺
構
と
し
て
は
、
東
西
お
よ
び
南
北
に
延
び
る

道
状
遺
構
の
ほ
か
、
土
層
の
堆
積
状
態
か
ら
水
田
と
考
え
ら
れ
る
部
分
が
み
ら

れ
る
程
度
で
あ
る
。
東
西
に
延
び
る
道
状
遺
構
は
、
幅
約
二
ｍ
で
東
端
部
で
は

小
礫
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
な
形
状
を
示
し
て
い
る
。
南
北
に
延
び
る
道
状
遺
構

は
、
Ｎ
‐
３５
‐
Ｅ
と
し
て
区
画
さ
れ
て
い
る
現
在
の
条
里
型
地
割
の
直
下
で
確

認
さ
れ
た
も
の
で
、
幅
約
三

・
五
ｍ
を
測
る
。
現
時
点
で
は
こ
の
道
状
遺
構
を

遺
跡
の
幹
線
道
路
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。
遺
物
は
、
こ
の
道
状
遺
構

の
周
辺
部
に
集
中
し
て
出
土
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

遺
物
は
現
在
整
理
中
で
あ
る
が
、
須
恵
器
の
邦
蓋
が
非
常
に
多
く
、
そ
の
ほ

か
重

・
甕

・
風
字
硯

。
稜
碗
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
土
師
器
も
界
蓋
が
最
も
多
く

甕

・
製
塩
土
器
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
銅
製
で
黒
漆
を
塗
っ
た
帯
先
金
具

も
出
上
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
祭
祀
に
関
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
手
斧
や
獣

骨
な
ど
も
検
出
し
て
い
る
。

須
恵
器
の
芥
蓋
に
は
、
墨
書
土
器

。
転
用
硯

・
漆
容
器
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

墨
書
土
器
と
し
て
は
二
〇
〇
余
点
を
確
認
し
て
お
り
、
庄

・
岡
西

。
岡
東

・
小

岡

。
三
西

・
下
東

。
佐
布

。
下
古
川

・
門
家

。
中
家

・
小
家

・
井
額
。西
山
本
。

兵
部
省

盆
↑
兵
部
・
省
）
。
後
中

・
豊

・
山
依

・
財
部
中
殿

。
調
□

。
三
部

。

山
田
・
奈
良

・
京
と
い
っ
た
文
字
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
魚
を
意

匠
し
た
も
の
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
土
師
器
の
邦
身
に
は
焼
成
前
に
夫

・
□

□
三
野
阿
と
線
刻
さ
れ
た
も
の
も
み
ら
れ
る
。

木
器
と
し
て
は
盤

・
折
敷

・
曲
物
を
中
心
に
、
人
形

・
馬
形

・
櫛

・
下
駄

。

槌
の
子

・
建
築
部
材
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。

木
簡
の
形
態
を
し
て
い
る
も
の
が

一
一
点
出
上
し
、
そ
の
う
ち
墨
書
の
あ
る

も
の
は
六
点
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
伊
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｕ

益
巽
卜
霞

②

　

「
＜
上
郷
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

溢
契
い
Φ８

③

　

「
＜
口

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

益
貿
伽
⇔愁

①
　
　
×
人
椋
人
等
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
∀
中買
い
露

等

〔郷
〕
【久

０
　
。
国
人
口

日
下
部
口

凹
日
　
一ハ
人
部

日
‐‐
□

　
　
　
　
日
下
部

目迩

。

　

　

日

□

□
月
日

回

　

　

　

　

　

　

（μＯ
籠

益

霞

〔ｍ二

日日｝」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ∞伽）
）〈中『
×
∞　　〇岸Φ

木
筒
の
意
味
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
総
じ
て
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墨
書
の
遺
存
が
良
い
と
は
い
え
ず
、
と
く
に
④
は
墨
が
剣
落
し
、
墨
痕
が
浮
き

上
が
っ
た
状
態
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
遺
物
か
ら
み
れ
ば
、
非
常
に
官
衛
的
性
格
を
も
っ
た
遺
跡
で
あ
る
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。
郡
域
か
ら
み
れ
ば
あ
ま
り
に
も
辺
境
の
地
に
あ
た
り
、

郡
衛
と
す
る
に
は
難
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
下
級
の
郷

・
里
と
い
つ
た
単

位
の
も
の
を
想
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
諸
氏
の
ご
指
導
を

仰
ぎ
た
い
。

な
お
、
木
簡
判
読
に
際
し
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
寺
崎
保
広
氏
の

御
教
示
を
得
た
。

（森
下
大
輔
）

木 簡 (1)

木 簡 (3)

き

ま

す

愛
知
。清
洲
城
下
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
西
春
日
井
郡
清
洲
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
四
月
ぞ

一
九
九
〇
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
水
谷
朋
和

。
梅
本
博
志

。
小
澤

一
弘

。
川
井
啓
介

。

鈴
木
正
貴

。
加
藤
と
よ
江

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一ハ
を

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

清
洲
城
下
町
遺
跡
は
、
濃
尾
平
野
を
南
流
す
る
五
条
川
の
中
流
域
に
広
が
る

自
然
堤
防
上
に
展
開
す
る
。
清

須
城
は

一
五
世
紀
末
以
降
、
尾

張
地
方
の
政
治
的
中
心
地
の
一

つ
で
あ
り
、
織
田
信
長

・
信
雄

・
豊
臣
秀
次
な
ど
の
有
力
者
が

入
城
し
て
い
る
。
遺
跡
は
古
墳

時
代
後
期
か
ら
集
落
と
し
て
存

続
し
、
清
須
城
廃
城
後
も
清
須

宿
の
宿
場
町
が
営
ま
れ
て
い
た
。

木 簡 は)

(名古屋北部)


